
一

は
じ
め
に

本
論
は
、
論
文
題
目
に
も
あ
る
よ
う
に
、
山
上
憶
良
の
作
品
と
大
伴
旅
人
の
作
品
と
を
同
一
の

俎
上
に
載
せ
て
論
じ
る
た
め
に
意
識
化
を
図
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
こ
と
へ

の
論
者
と
し
て
の
提
言
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
提
言
を
成
す
た
め
に
、
少
々
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
和
歌
史
へ
の
目
配
り
か
ら
始
め
る
こ
と

と
し
よ
う
。

｢

や
ま
と
こ
と
ば｣

に
よ
る
和
歌
の
み
が
表
現
手
段
で
あ
っ
た
和
歌
史
に
お
い
て
、
和
歌
に
漢

文
・
漢
詩
を
接
合
さ
せ
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な
形
式
、
す
な
わ
ち
、

｢

漢
文
＋
漢
詩
＋
題
詞
＋
長
歌
・
反
歌｣

｢

題
詞
＋
漢
文
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
…
…｣

｢

漢
文
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
…
…｣

な
ど
が
獲
得
さ
れ
た
時
、
作
品
世
界
は
刷
新
さ
れ
新
し
く
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
様
相
を
分
析
し
日

中
文
化
交
流
研
究
に
資
す
る
。
こ
れ
は
意
義
深
い
研
究
課
題
で
あ
る
と
思
量
さ
れ
る
。

具
体
的
に
述
べ
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、『

万
葉
集』

に
収
載
さ
れ
る
歌
は
年
代
に
よ
っ
て
四

期
に
区
分
さ
れ
る

(�)

。
そ
の

『

万
葉
集』

第
二
期
に
は
柿
本
人
麻
呂
に
よ
っ
て
、
長
歌
と
反
歌

(｢

短

歌｣

と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る)

と
に
よ
る
長
歌
作
品
が
数
多
く
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
人
麻
呂
の
長

歌
作
品
の
中
に
は
、｢

吉
野
讃
歌｣

(『

万
葉
集』

巻
１
・
三
六
〜
三
七
、
三
八
〜
三
九)

、｢

石
見
相
聞
歌｣

(『

万
葉
集』

巻
２
・
一
三
一
〜
一
三
四
、
一
三
五
〜
一
三
七
。
な
お
、｢

或
本
歌｣

と
し
て
、
一
三
八
〜
一
三
九
が
あ
る)

、

｢

泣
血
哀
慟
歌｣

(『

万
葉
集』

巻
２
・
二
〇
七
〜
二
〇
九
、
二
一
〇
〜
二
一
二
。
な
お
、｢

或
本
歌｣

と
し
て
、
二
一

三
〜
二
一
六
が
あ
る)

の
よ
う
に
、
長
歌
作
品
が
第
一
群
・
第
二
群
と
い
う
よ
う
に
二
つ
連
ね
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の
作
品
世
界
が
形
成
さ
れ
る
作
品
も
あ
り
、
そ
の
時
代
の
特
徴
を
成
し
て

い
た
。

で
は
、『

万
葉
集』

第
三
期
は
ど
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
笠
金
村
や
山
部
赤
人
と
い
う
宮
廷
歌
人
に
よ
る
、
行
幸
従
駕
歌
の
長
歌
作
品
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
右
の
人
麻
呂

｢

吉
野
讃
歌｣

に
見
ら
れ
る
行
幸
従
駕
歌
の
伝
統
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
る

(�)
。
し
か
し
、
こ
の
第
三
期
に
お
い
て
、
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
和
歌
史
の
中
に
、
冒
頭

に
示
し
た
よ
う
な
新
た
な
形
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
形
式
で
は
、
漢
文
や
漢
詩
が
和
歌
に
合
わ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
漢
文
や
漢
詩

の
表
現
が
、
作
品
の
展
開
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
た
と
え
ば
、
山
上
憶
良
作

｢

日
本
挽

歌｣
(『

万
葉
集』

巻
５
・
七
九
四
〜
七
九
九)

は
、｢

漢
文
＋
漢
詩
＋
題
詞
＋
長
歌
・
反
歌｣

と
い
う
形

式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
漢
文
・
漢
詩
と
歌
と
の
間
に
対
応
が
あ

る
。
そ
の
対
応
は
決
し
て
〈
見
え
る
も
の
〉
だ
け
で
は
な
く
、
漢
文
中
の

｢

あ
る
記
述｣

の
作
用

に
よ
り
、
歌
に

｢

あ
る
表
現｣

が
〈
無
い
こ
と
〉
に
も
〈
対
応
〉
を
見
出
せ
、
そ
の
対
応
に
基
づ

い
て
漢
文
や
漢
詩
の
表
現
が
歌
と
一
体
と
な
っ
て
作
品
が
展
開
し
て
い
る

(�)

。

ま
た
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
漢
文
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
冒
頭
の
題
詞
の
表
現
も
作
品
を
展

開
さ
せ
る
新
た
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
大
伴
旅
人

｢

松
浦
河
に
遊
ぶ
歌｣

(『

万
葉
集』

巻
５
・
八
五
三
〜
八
六
三)

は
、｢

題
詞
＋
漢
文
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
…
…｣

の

形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
大
き
な
特
徴
を
一
言
で
言
い
表
せ
ば
、
読

������������������
( 一 )

�
川

晶

輝

山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
の
作
品
を
論
じ
る
た
め
の
序
説



者
に
対
す
る
〈
は
ぐ
ら
か
し
〉
と
い
う
〈
仕
掛
け
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
初
の
題
詞

｢

遊
二

於

松
浦
河
一

序｣

と
漢
文
の
序
文
に
お
い
て
、
中
国
唐
代
の

『

遊
仙
窟』

の
語
句
が
用
い
ら
れ

『

遊

仙
窟』
的
趣
味
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
作
品
を
享
受
す
る
読
者
は
、『

遊
仙

窟』

的
趣
味
ゆ
え
に
男
女
の
逢
会
を
期
待
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
で
は
、
以
降
、｢

ひ
た
す

ら
に
求
婚
す
る
男｣
と

｢

ひ
た
す
ら
に
待
ち
続
け
る
と
言
う
女｣

と
い
う
齟
齬
が
語
ら
れ
、
ふ
た

つ
の
線
は
最
後
ま
で
交
わ
ら
な
い
。
読
者
に
対
す
る
〈
は
ぐ
ら
か
し
〉
と
い
う
〈
仕
掛
け
〉
に
、

冒
頭
の
題
詞
と
漢
文
と
が
一
体
と
な
っ
て
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

(�)
。

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
形
式
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
単
に
和
歌
が
詠
ま
れ
た
状

況
を
示
し
て
い
た
題
詞
の
役
割
も
変
容
す
る
。
つ
ま
り
、
漢
文
に
導
か
れ
て
続
く
作
品
に
お
い
て
、

題
詞
は
短
い
漢
文
の
よ
う
に
和
歌
の
前
に
置
か
れ
、
そ
の

｢

題
詞
＋
和
歌｣

の
組
合
せ
が
複
数
回

連
ね
ら
れ
た
り
も
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
複
数
回
の
連
続
が
、
作
品
の
展
開
を
担
う
こ
と
も
あ
る

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、｢

サ
ヨ
ヒ
メ
物
語
歌｣

(『
万
葉
集』

巻
５
・
八
七
一
〜
八
七
五)

は
、
こ
の

｢

漢
文
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
＋
題
詞
＋
歌
…
…｣

と
い
う
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
題
詞
に
見
ら
れ
る

｢
後
人
追
和｣

(

八
七
二
番
歌
題
詞)

、｢

最
後

人
追
和｣

(

八
七
三
番
歌
題
詞)

、｢

最
々
後
人
追
和｣

(

八
七
四
・
八
七
五
番
歌
題
詞)

と
い
う
一
連
の
設
定

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢

後
人｣

｢

最
後
人｣

｢

最
々
後
人｣

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
の
歌
と
の
時
間

的
な
隔
た
り
を
作
り
出
す
記
号
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に�語
る
時
間
の
多
元

化
〉
を
見
出
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
間
の
多
元
化
に
漢
文
の
序
文
も
機
能
し
て
い
る
。
図
式
化
す

れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

[

図]０
・
な
ま
の
サ
ヨ
ヒ
メ
伝
説

１
・
序
文
を
記
し
八
七
一
歌
を
歌
う
〈
い
ま
〉

２
・｢

後
人｣

が
追
和
す
る
〈
い
ま
〉

３
・｢

最
後
人｣

が
追
和
す
る
〈
い
ま
〉

４
・｢

最
々
後
人｣

が
追
和
す
る
〈
い
ま
〉

そ
し
て
、
多
元
化
さ
れ
仮
構
さ
れ
た
時
間
か
ら
、
サ
ヨ
ヒ
メ
の
ヒ
レ
フ
リ
の
一
点
に
〈
多
元
焦
点

化

(�)

〉
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
作
品
自
体
が
、
こ
の
〈
サ
ヨ
ヒ
メ
物
語
〉
が
創
り
出
さ

れ
る
過
程
、
ま
さ
に
〈
創
出
〉
の
過
程
自
体
を
示
す
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る

(�)

。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
形
式
に
最
も
鋭
敏
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
形
式

を
和
歌
史
上
に
出
現
さ
せ
た
の
が
、
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
で
あ
っ
た
。

土
屋
文
明
氏
は
早
く
に
、

漢
文
の
序
を
附
し
た
の
は
、
文
章
と
歌
詞
と
に
よ
つ
て
効
果
を
強
め
よ
う
と
し
た
憶
良
の
発

明
で
勿
論
漢
文
の
法
を
輸
入
し
た
の
で
あ
ら
う
。

と
指
摘
し
て
い
た

(�)

。
ま
た
、
伊
藤
博
氏

｢

憶
良
歌
巻
か
ら
万
葉
集
巻
五
へ

(�)｣

で
は
、｢

筑
紫
新
文

芸
歌
巻｣

と
題
す
る
項
に
お
い
て
、｢

漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体｣

と
い
う
術
語
を
用
い
る
。
そ
の

う
ち
の

｢

漢
倭
併
用
体｣

は
、

｢

漢
倭
併
用
体｣

と
は
、
こ
こ
で
は
、
漢
詩
文
と
倭
歌
と
で
連
作
を
な
す
も
の
、
漢
文
序
と

倭
歌
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
の
双
方
の
種
類
を
含
め
て
い
う
。

と
定
義
さ
れ
、
ま
た
、｢

書
牘
体｣

に
つ
い
て
も
、
同
論
文
の

｢

歌
稿
の
共
有
性｣

と
題
す
る
項

に
お
い
て
、

万
葉
人
の
書
牘
歌
は
今
日
の
実
用
的
な
書
簡
文
と
ち
が
う
。
そ
れ
は
、｢

作
品｣

を
相
手
に

送
る
と
い
う
面
を
常
に
帯
び
る
。
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
文
学
的
営
為
だ
っ
た
の
だ
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
伊
藤
氏
論
文
の

｢

筑
紫
新
文
芸
歌
巻｣

と
い
う
術
語
が
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
伊
藤

氏
論
文
は
、
右
に
見
た
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、『

万
葉
集』

第
三
期
の
新
た
な
文
学

の
相
を
見
出
だ
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
伊
藤
氏
の
和
歌
史
的
把
握
が
最
も
よ

く
記
さ
れ
て
い
る
記
述
と
し
て
、｢

万
葉
集
の
な
り
た
ち

(�)｣
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
そ
こ
で
は
、
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す
な
わ
ち
、
巻
五
は
、
漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体
の
作
を
も
っ
て
一
巻
と
し
よ
う
と
し
た
歌
巻

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体
は
、
奈
良
朝
神
亀
の
世
に
、
筑

紫
の
旅
人
と
憶
良
と
の
あ
い
だ
に
開
け
た
新
文
芸
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
指
摘
に
鑑
み
て
も
、
や
は
り
、
日
本
上
代
の
歌
人
が
和
歌
史
上
に
お
い
て
、
新
た
な

形
式
を
獲
得
し
た
時
、
そ
の
形
式
の
中
で
何
が
ど
う
表
現
さ
れ
得
る
の
か
を
問
う
こ
と
は
、
研
究

課
題
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二

山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
の
作
品
を
論
じ
る
た
め
に

(

一)

伝
記
的
研
究
に
対
し
て

山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
の
作
品
を
論
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
決
し
て
、

『

万
葉
集』

の
歌
人
を
、
そ
の
閲
歴
を
参
照
し
て
伝
記
的
に
扱
お
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。

出
自
も
歩
ん
だ
生
活
も
ま
っ
た
く
対
照
的
な
二
人
で
あ
る
だ
け
に
、
二
人
は
よ
く
伝
記
的
に
論

じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
現
代
に
お
い
て
よ
く
閲
覧
さ
れ
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版『

萬
葉
集
①

(�)』

の

｢

人
名
一
覧｣

の
記
述
を
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
と
し
て
引
用
し
て
お
こ
う
。
そ
こ
に
は
、
大
伴

旅
人
・
山
上
憶
良
両
者
に
つ
い
て
、

大
伴
宿
禰
旅
人

安
麻
呂
の
長
男
。
万
葉
集
で
は
大
伴�
と
し
て
見
え
、
ま
た
淡
等

(
八
一

〇
前
書)

と
自
署
す
る

(

東
大
寺
献
物
帳
に
も

｢

大
伴
淡
等｣

と
あ
る)

。
和
銅
三
年

(
七

一
〇)

左
将
軍
。
翌
年
従
四
位
下
。
中
務�
、
中
納
言
を
経
て
養
老
四
年

(

七
二
〇)

征
隼

人
持
節
大
将
軍
。
翌
年
従
三
位
。
神
亀
元
年

(

七
二
四)

正
三
位
。
同
四
年
頃
大
宰
帥
と
し

て
筑
紫
に
下
る
。
天
平
二
年

(

七
三
〇)

冬
大
納
言
と
な
っ
て
帰
京
。
翌
年
秋
、
従
二
位
で

薨
。
年
六
十
七
歳
。
筑
紫
に
赴
任
早
々
妻
の
大
伴
郎
女
を
失
い
、
自
ら
も
脚
瘡
の
た
め
に
死

に
瀕
し
た
こ
と
が
あ
る
。
酒
を
讃
え
、
ま
た
望
郷
の
念
を
し
ば
し
ば
素
直
に
歌
に
託
し
て
特

異
な
作
風
で
注
目
さ
れ
る
。

山
上
臣
憶
良

大
宝
元
年

(

七
〇
一)

四
十
二
歳
の
時
遣
唐
少
録
と
な
り
、
粟
田
朝
臣
真
人

に
従
っ
て
翌
二
年
渡
唐
。
慶
雲
四
年

(

七
〇
七)

頃
帰
朝
し
た
ら
し
い
。
和
銅
七
年

(

七
一

四)

従
五
位
下
、
霊
亀
二
年

(

七
一
六)

伯
耆
守
と
な
り
、
養
老
五
年

(

七
二
一)

佐
為
王

ら
と
と
も
に
退
朝

(

公
務
終
了
退
出)

後
、
東
宮

(

後
の
聖
武
天
皇)

に
侍
し
た
。
神
亀
末

年
に
筑
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
じ
頃
大
宰
帥
と
し
て
下
っ
た
大
伴
旅
人
と
交
遊
し
、
漢
文
的

色
彩
の
濃
い
、
特
色
あ
る
巻
第
五
の
成
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
大
陸
的
教
養
と
謹
直
な
性

格
と
が
融
け
合
っ
て
、
人
間
性
に
富
ん
だ
道
徳
的
・
思
想
的
内
容
を
詠
ん
だ
長
歌
や
漢
文
に

特
色
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
作
風
が
う
か
が
わ
れ
る
。『

類
聚
歌
林』

七
巻
は
彼
の
編
で
、

万
葉
集
編
纂
の
際
に
参
考
さ
れ
た
が
、
今
日
伝
わ
ら
な
い
。

と
い
う
記
述
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

佐
保
大
納
言
家
の
嫡
流
と
し
て
の
大
伴
旅
人
と
、
一
字
の
姓
が
よ
く
表
す
よ
う
に
弱
小
の
山
上

氏
出
身
で
苦
労
人
の
山
上
憶
良
。
し
か
も
、
そ
の
二
人
が
神
亀
か
ら
天
平
に
か
け
て
日
本
の
版
図

の
中
の
西
の
地
、
筑
紫
で
交
流
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
交
流
を

｢

筑
紫
歌
壇｣

と
称
す
こ
と
も

あ
る
が
、
大
久
保
廣
行
氏
は

｢

筑
紫
文
学
圏｣

と
称
す

(�)

。

二
人
が
右
の
よ
う
に
相
反
す
る
出
自
と
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
に
接
し
て
、
二
人
の
間
に
ど

う
し
て
も
対
比
を
見
出
し
た
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
高
木
市
之
助
氏

｢

二
つ
の
生

(�)｣

で

は
、｢

対
蹠
的｣

｢

反
撥｣

と
い
う
用
語
を
も
っ
て
二
人
を
把
握
し
、

…
…
文
芸
の
道
に
於
て
、
二
つ
の
生
は
相
接
し
相
触
れ
る
事
に
よ
つ
て
時
と
し
て
は
却
つ
て

相
反
撥
し
て
火
花
を
散
ら
し
な
が
ら
一
層
持
前
の
姿
を
輝
か
す
事
が
あ
り
、
さ
う
し
て
憶
良

の
場
合
が
丁
度
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
出
自
と
生
活
に
基
づ
く
対
比
を
前
提
に
し
て
歌
に
接
す
る
こ
と
は
、
は
な

は
だ
危
険
だ
。
作
品
の
外
側
に
あ
る
こ
う
し
た
個
人
の
生
活
史
を
無
批
判
的
に
作
品
内
に
持
ち
込

も
う
と
す
る
態
度
に
対
し
て
、
身�
壽
氏

｢

作
者
／
作
家
／�作
家

(�)�｣
は
手
厳
し
く
も
、

�川 晶輝：山上憶良と大伴旅人の作品を論じるための序説(三 )



能
天
気
に
家
系
な
ど
を
も
ち
だ
し
た
り
、
作
品
内
容
を
そ
の
ま
ま
作
家
の
生
活
史
に
直
結
さ

せ
て
の

｢

伝
記｣

的
考
証
ら
し
き
も
の
を
ふ
り
ま
わ
す
体
の
万
葉

｢

歌
人｣

論
は
役
に
た
た

な
い
。

と
述
べ
る
。
ま
た
、
菊
川
恵
三
氏

｢

作
品
と
歌
人

(�)｣
も
、｢

歌
を
歌
人
の
実
体
験
の
反
映
と
し
て

享
受
し
が
ち
に
な
る｣
あ
り
方
を
戒
め
、｢

歌
人
の
具
体
的
・
伝
記
的
な
人
物
像
に
迫
る｣

こ
と

は

｢

あ
る
断
念
の
上
で
な
さ
れ
る
作
業
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
べ
き
だ｣

と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
で
、
近
時
の
神
野
志
隆
光
氏

『

万
葉
集
を
ど
う
読
む
か
―
歌
の

｢

発
見｣

と
漢
字

世
界

(�)』
で
示
さ
れ
て
い
る
、

『

万
葉
集』

の
構
成
す
る
歌
の
世
界

あ
ら
し
め
ら
れ
た
歌
、
歌
人

(

現
実
の
歌
の
世
界

あ
っ
た
歌
、
歌
人)

と
い
う
図
式
も
、
両
者
を
そ
れ
こ
そ
無
批
判
的
に
混
同
し
て
し
ま
う
こ
と
を
忌
避
す
る
た
め
の
意

識
化
を
は
か
る
点
で
は
、
一
応
、
納
得
で
き
る
。

(

二)

山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
の
作
品
を
論
じ
る
た
め
に

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
の
二
人
の
作
品
を
論
じ
る
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
の
際
、
参
照
さ
れ
る
の
が
、
前
掲
伊
藤
博
氏

｢

万
葉
集
の
な
り
た
ち｣

の
、

す
な
わ
ち
、
巻
五
は
、
漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体
の
作
を
も
っ
て
一
巻
と
し
よ
う
と
し
た
歌
巻

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体
は
、
奈
良
朝
神
亀
の
世
に
、
筑

紫
の
旅
人
と
憶
良
と
の
あ
い
だ
に
開
け
た
新
文
芸
で
あ
っ
た
。

と
い
う
理
解
で
あ
り
、
ま
た
、
右
の
神
野
志
氏
著
書
の

｢

あ
ら
し
め
ら
れ
た｣

と
い
う
把
握
で
あ

る
。
つ
ま
り
、『

万
葉
集』

と
い
う
書
物
の
中
の
、｢

漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体
の
作
を
も
っ
て
一
巻

と
し
よ
う
と
し
た
歌
巻｣

で
あ
る
巻
五
に
お
い
て
、｢

漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体｣

を

｢

奈
良
朝
神

亀
の
世｣

の

｢

新
文
芸｣

と
し
て
開
花
さ
せ
た
二
人
の
歌
人
と
し
て
、
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
は

｢

あ
ら
し
め
ら
れ｣

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

論
者
は
先
ほ
ど
、

こ
れ
ら
の
新
た
な
形
式
に
最
も
鋭
敏
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
形
式
を
和
歌
史

上
に
出
現
さ
せ
た
の
が
、
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
二
人
の
あ
り
方
も
、『

万
葉
集』

の
巻
五
に
お
い
て

｢

あ
ら
し
め
ら
れ｣

て
い
る
と
言
え
よ
う
し
、
そ
う
把
握
し
て
お
い
て
不
都
合
は
な
い
。

こ
こ
で
、『

万
葉
集』

を
享
受
す
る
う
え
で
、
現
代
の
一
般
的
な
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
、

お
う
ふ
う
版

『

萬
葉
集

(�)』

を
例
に
と
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。
お
う
ふ
う
版
で
は
、
一
五
四
ペ
ー
ジ

で
巻
四
が
終
わ
り
、
次
の
一
五
五
ペ
ー
ジ
か
ら
巻
五
が
始
ま
る
。
見
開
き
の
右
側
に
巻
四
が
あ
り

左
側
に
巻
五
が
あ
る
の
で
あ
り
、
二
つ
の
巻
は
連
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
で
巻
五

が
終
わ
り
、
次
の
一
八
四
ペ
ー
ジ
か
ら
巻
六
が
始
ま
る
。
一
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
巻
五
か
ら
巻

六
へ
と
続
く
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
こ
そ
、
現
代
人
が
陥
る
陥
穽
が
あ
る
。
現
代
人
が
与
え
ら
れ
て
い
る

『

万
葉
集』

の
テ

キ
ス
ト
に
よ
る
絶
対
的
な
陥
穽
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『

万
葉
集』

を
考
え
る
な
ら
ば
、
巻
子
本
と

し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
巻
四
と
巻
五
、
巻
五
と
巻
六
は
、
別
の
巻
子
本
で
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
あ
り
よ
う
・
世
界
を
具
有
し
、
別
々
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。『

万
葉
集』

と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
論
じ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
こ
の
ミ
ニ
マ
ム
の
完
成
体
と
し

て
の

｢
巻｣

ご
と
に
論
じ
る
視
座
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

論
者
は
、
す
で
に
、
冒
頭
部
に
お
い
て
、

｢

や
ま
と
こ
と
ば｣

に
よ
る
和
歌
の
み
が
表
現
手
段
で
あ
っ
た
和
歌
史
に
お
い
て
、
和
歌
に

漢
文
・
漢
詩
を
接
合
さ
せ
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な
形
式
…
…
が
獲
得
さ
れ
た
時
、
作
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品
世
界
は
刷
新
さ
れ
新
し
く
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
様
相
を
分
析
し
日
中
文
化
交
流
研
究
に
資

す
る
。
こ
れ
は
意
義
深
い
研
究
課
題
で
あ
る
と
思
量
さ
れ
る
。

と
言
挙
げ
し
て
お
い
た
。

そ
の
論
者
と
し
て
は
、
少
々
禁
欲
的
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、｢

漢
倭
併
用
体
・
書
牘
体

の
作
を
も
っ
て
一
巻
と
し
よ
う
と
し
た｣

と
こ
ろ
の
巻
五
に
載
る
山
上
憶
良
の
作
品
と
大
伴
旅
人

の
作
品
と
に
限
定
し
て
、
ま
と
め
て
扱
う
こ
と
に
し
よ
う
。
巻
五
に
載
る
作
品
に
限
定
す
る
こ
と

は
、
如
上
の
説
明
に
よ
り
、
理
由
の
あ
る
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。

(

三)

同
一
署
名
を
持
つ
作
品
を
論
じ
る
こ
と
に
つ
い
て

さ
て
、
そ
の
際
に
は
、
山
上
憶
良
と
い
う
同
一
署
名
を
持
つ
作
品
を
扱
い
、
ま
た
、
大
伴
旅
人

(

淡
等)

と
い
う
同
一
署
名
を
持
つ
作
品
を
扱
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
論
じ
る

際
の
意
識
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

�
川
晶
輝

『

万
葉
歌
人
大
伴
家
持
―
作
品
と
そ
の
方
法
―

(�)』
で
は
、｢

作
品
と
作
家
と
の
間
に

あ
る
深
く
て
暗
い
谷
を
め
ぐ
る
諸
般
の
問
題｣

に
関
わ
っ
て
、

テ
ク
ス
ト
論
の
よ
う
に
作
家
を
全
く
切
り
捨
て
て
し
ま
う
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
作
家
に
か

か
わ
る
情
報
を
無
批
判
的
に
作
品
内
に
持
ち
込
む
の
で
も
な
く
、
我
々
は
、『
万
葉
集』

に

お
け
る
作
品
と
作
家
と
の
間
の
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
視
座
を
設
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

と
述
べ
、
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
の
あ
り
方
と
し
て
、
身�
壽

氏
の
前
掲
論
文

｢

作
者
／
作
家
／�作
家�｣
の
う
ち
の
、

だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
万
葉
集
研
究
で
は
作
家
論
的
な
研
究
な
ど
と
い
う
も
の
は
一
切
不
可

能
だ
、
と
し
て
、
き
り
す
て
て
し
ま
う
べ
き
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
に
お
も
わ

れ
る
。
同
一

｢

作
者｣

署
名
に
よ
る
作
品
群
の
個
々
の
分
析
か
ら
、
相
互
検
証
へ
と
す
す
ん

だ
と
き
、
わ
た
く
し
た
ち
が
そ
こ
に
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
ひ
と
つ
の
表
現
主
体
の
存
在
を
認
識

で
き
る
な
ら
、
つ
ま
り
一
種
の
仮
説
検
証
法
に
よ
っ
て
同
一
署
名
作
品
群
に
共
通
の
個
性
を
、

あ
る
い
は
一
貫
し
た
表
現
意
識
の
展
開
と
い
っ
た
も
の
を
発
見
で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
、

そ
の
時
代
に
現
実
の
存
在
と
し
て
い
き
、
表
現
者
と
し
て
の
み
ち
を
あ
ゆ
ん
だ
一
人
の
作
家

の
存
在
を
み
と
め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、｢

作
家｣

と
区
別
す
る

た
め
に
、
こ
れ
を
か
り
に
〈
作
家
〉
と
し
て
お
き
た
い
。

と
い
う
記
述
を
参
照
し
た
。

論
者
は
、〈
作
家
〉
と
い
う
タ
ー
ム
を
用
い
な
い
が
、
も
し
も
、｢

同
一
署
名
作
品
群
に
共
通
の

個
性
を
、
あ
る
い
は
一
貫
し
た
表
現
意
識
の
展
開｣

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を

求
め
た
い
と
思
う
。�
川
晶
輝
前
掲
著
書
に
お
い
て
も
、｢

付
け
ら
れ
て
い
る
署
名
を
も
と
に
し

て
、『

万
葉
集』

に
多
く
の
作
品
を
遺
す
大
伴
家
持
の
作、
品、
そ、
の、
も、
の、
を
考
察
の
対
象
に｣

し
、

｢

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
表
現
を
分
析
し
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
採
ら
れ
て
い
る
方
法
を
析
出
し
た
い｣

と
述
べ
て
お
い
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
析
出
さ
れ
る
の
は

｢

ひ
と
つ
の
点｣

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の

｢

点｣

が
相
互
に
関
連
し
合
い
、
い
く
つ
か
の

｢

軌
跡｣

を
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
こ
そ
万
葉

｢

歌
人｣

と
し
て
歩
ん
だ
家
持
の
姿
を
見
定
め
る
き
っ
か

け
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
述
べ
、｢

方
法｣

の
繋
が
り
を
論
じ
る
こ
と
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
視
座
と
最
も
対
立
す
る
視
座
が
、
左
に
掲
げ
る
神
野
志
隆
光
氏
の
座
談

会
に
お
け
る
発
言

(�)
で
あ
る
。
神
野
志
氏
は
、

た
と
え
ば
誰
で
も
い
い
、｢

作
者｣

と
い
う
標
識
で
歌
を
集
め
て
き
て
、
集
め
て
き
た
上
で
、

そ
れ
で
何
か
論
議
す
る
、｢

歌
人｣

と
し
て
、
編
年
で
整
理
し
て
み
て
考
え
た
り
、
あ
る
い

は
、
方
法
を
考
え
た
り
す
る
、
と
い
う
ふ
う
な
や
り
か
た
で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
発
言
し
、
右
の

｢
や
り
か
た｣

を
批
判
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
本
当
に

｢

方
法｣

を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
た
と
え

ば
、

編
年
で
整
理
し
て
み
て
考
え
て
、
若
い
頃
は
出
来
な
か
っ
た
表
現
を
老
い
て
か
ら
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
歌
人
と
し
て
成
長
が
あ
る
。

な
ど
と
論
じ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
歌
人
の
物
語
を
勝
手
に
作
り
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
採
ら
れ
て
い
る

｢

方
法｣

を
問
い
、
そ
の

｢

方
法｣

の
繋
が
り
を
論
じ
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
掲
の
神
野
志
氏
著
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

｢

テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
見
出
さ
れ
、
あ
ら
し
め
ら

れ
た｣

と
い
う
把
握
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
よ
う
。
と
い
う
よ
り
も
、｢

テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
見

出
さ
れ
、
あ
ら
し
め
ら
れ
た｣

も
の
を
論
じ
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
至
極
当
た
り
前
の
部
類
に

属
す
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ミ
ニ
マ
ム
の
完
成
体
と
し
て
の
巻
ご
と
に
論
じ
る
視
座
を
禁
欲
的

に
維
持
・
保
持
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
和
歌
に
漢
文
・
漢
詩
を
接
合
さ
せ
一
体
化
さ
せ

る
と
い
う
新
た
な
形
式
が
新
文
芸
と
し
て
出
現
し
展
開
し
た
と
い
う
相
を

｢

あ
ら
し
め
ら
れ｣

て

い
る
と
こ
ろ
の
巻
五
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
の
山
上
憶
良
の
作
品
を
論
じ
、
大
伴
旅
人
の

作
品
を
論
じ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
巻
五
に
お
い
て
、
山
上
憶
良
と
大

伴
旅
人
は
、
和
歌
に
漢
文
・
漢
詩
を
接
合
さ
せ
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な
形
式
に
鋭
敏
で
あ

り
新
文
芸
と
し
て
和
歌
史
上
に
出
現
さ
せ
た
存
在
と
し
て

｢

あ
ら
し
め
ら
れ｣

て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
方
法
を
問
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
は
ず
だ
か
ら
だ
。

三

お
わ
り
に

以
上
の
検
討
を
綿
密
に
経
て
意
識
化
を
図
っ
た
う
え
で
、
論
者
は
、
山
上
憶
良
作
品
と
大
伴

旅
人
作
品
を
論
じ
た
い
。｢

や
ま
と
こ
と
ば｣

に
よ
る
和
歌
の
み
が
表
現
手
段
で
あ
っ
た
和
歌
史

に
お
い
て
、
和
歌
に
漢
文
・
漢
詩
を
接
合
さ
せ
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な
形
式
が
山
上
憶
良

作
品
と
大
伴
旅
人
作
品
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
て
導
入
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
文
学
的
営
為
に
よ
っ

て
、『

万
葉
集』

の
作
品
世
界
は
刷
新
さ
れ
新
し
く
構
築
さ
れ
た
。
論
者
は
、
そ
の
表
現
方
法
の

あ
り
よ
う
を
論
じ
た
い
と
思
う
。
こ
の
分
析
は
、
さ
ら
に
は
、
日
中
文
化
交
流
研
究
に
資
す
る
こ

と
に
繋
が
る
意
義
深
い
研
究
課
題
で
あ
る
と
思
量
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
本
論
の
記
述
は
、
と
も
す
る
と
、
予
防
線
を
張
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
研
究
の
水
準
は
決
し
て
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の

研
究
の
水
準
に
鑑
み
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、
自
ら
の
研
究
の
視
座
を
見
つ
め
る
苦
悩
や
努
力
を

厭
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

注

(�)

周
知
の
よ
う
に
、
第
一
期：

舒
明
朝

(

六
二
九
〜
六
四
一
年)

か
ら
壬
申
の
乱

(

六
七
二
年)

ま
で
。

第
二
期：

壬
申
の
乱
以
後
平
城
遷
都

(

七
一
〇
年)

ま
で
。
第
三
期：

平
城
遷
都
か
ら
天
平
五
年

(

七

三
三
年)

ま
た
は
天
平
八
年

(

七
三
六
年)

ま
で
。
第
四
期：

天
平
宝
字
三
年

(

七
五
九
年)

ま
で
。

と
い
う
区
分
が
一
般
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
雄
略
天
皇
の
歌
や
仁
徳
天
皇
の
皇
后
磐
姫
皇
后
の
歌
は

後
世
の
人
が
そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
作
っ
た
仮
託
歌
で
あ
る
。

(�)
第
三
期
の
行
幸
従
駕
歌
と
し
て
の
〈
創
造
〉
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
笠
金
村
の
作
品
も
あ
る
。
詳
し

く
は
、�
川
晶
輝

｢

笠
金
村

『

播
磨
国
印
南
野
行
幸
歌』

に
つ
い
て｣

(『

美
夫
君
志』

(

美
夫
君
志
会)

八
九
、
二
〇
一
四
年
一
一
月)

を
参
照
願
い
た
い
。

(�)�
川
晶
輝

｢

山
上
憶
良
の
漢
文
・
漢
詩
・
歌

『

日
本
挽
歌』

の
論
―『

亡
妻
挽
歌』

の
〈
系
譜
〉
上

の
作
品
と
し
て
―｣

(『

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要』

一
七
、
二
〇
〇
七
年
三
月)

を
参
照
願
い
た
い
。

(�)�
川
晶
輝

｢『

松
浦
河
に
遊
ぶ
歌』

の
〈
仕
掛
け�―
筑
紫
文
学
圏
の
営
為
―｣

(『

北
海
道
大
学
文
学

研
究
科
紀
要』

一
一
〇
、
二
〇
〇
三
年
七
月)

を
参
照
願
い
た
い
。

(�)�多
元
焦
点
化
〉
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
氏

『

物
語
の
詩
学
続
・
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル』

(

一
九
八
三
年
。
和
泉
涼
一
氏
・
神
郡
悦
子
氏
訳
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
書
肆
風
の
薔
薇)

で
も
理

論
上
で
は
指
摘
さ
れ
る
が
、
氏
は

｢

例
を
一
つ
も
知
ら
な
い
。｣

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
存
在
を
指
摘

で
き
る
点
に
、
本
論
の
独
創
性
お
よ
び
意
義
を
主
張
で
き
る
。

(�)�
川
晶
輝

｢『

サ
ヨ
ヒ
メ
物
語』

の
〈
創
出�―
筑
紫
文
学
圏
の
営
為
―｣

(『

上
代
文
学』

(

上
代
文

学
会)

九
〇
、
二
〇
〇
三
年
四
月)

を
参
照
願
い
た
い
。

(�)
土
屋
文
明
氏

『

旅
人
と
憶
良』

(

一
九
四
二
年
五
月
、
創
元
社)

(�)
伊
藤
博
氏

｢

憶
良
歌
巻
か
ら
万
葉
集
巻
五
へ｣

(『

萬
葉
集
の
構
造
と
成
立
上』

、
一
九
七
四
年
九
月
、

塙
書
房
。
初
出
、
一
九
七
一
年
六
月)

(�)
伊
藤
博
氏

｢

万
葉
集
の
な
り
た
ち｣

(『

萬
葉
集
釈
注
十
一』

、
一
九
九
九
年
三
月
、
集
英
社)

(�)
小
島
憲
之
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
東
野
治
之
氏
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版

『

萬
葉
集
①』

(

一
九

九
四
年
五
月
、
小
学
館)

(�)
大
久
保
廣
行
氏
の
著
書

『

筑
紫
文
学
圏
論
山
上
憶
良』

(

一
九
九
七
年
三
月
、
笠
間
書
院)

、『

筑
紫
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文
学
圏
論
大
伴
旅
人
筑
紫
文
学
圏』

(

一
九
九
八
年
二
月
、
笠
間
書
院)

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

(�)
高
木
市
之
助
氏

｢

二
つ
の
生｣

(『

吉
野
の
鮎』

一
九
四
一
年
九
月
、
岩
波
書
店)

(�)
身�
壽
氏

｢

作
者
／
作
家
／�作
家�｣(『[
必
携]

万
葉
集
を
読
む
た
め
の
基
礎
百
科』

(『

別
冊
国

文
学』
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
、
学
燈
社)

(�)
菊
川
恵
三
氏

｢

作
品
と
歌
人｣

(『[

必
携]

万
葉
集
を
読
む
た
め
の
基
礎
百
科』

(『

別
冊
国
文
学』

、

二
〇
〇
二
年
一
一
月
、
学
燈
社)

(�)
神
野
志
隆
光
氏

『
万
葉
集
を
ど
う
読
む
か
―
歌
の

｢

発
見｣

と
漢
字
世
界』

(

二
〇
一
三
年
九
月
、

東
京
大
学
出
版
会)

(�)
鶴
久
氏
・
森
山
隆
氏

『
萬
葉
集』

(

一
九
七
二
年
四
月
、
桜
楓
社
よ
り
初
版
発
行
。
引
用
は
、
二
〇

〇
〇
年
一
月
、
お
う
ふ
う
よ
り
発
行
の
補
訂
版
重
版)

(�)�
川
晶
輝

『

万
葉
歌
人
大
伴
家
持
―
作
品
と
そ
の
方
法
―』

(

二
〇
〇
三
年
三
月
、
北
海
道
大
学
よ

り
各
大
学
図
書
館
へ
の
寄
贈
用
と
し
て
発
行
。
二
〇
〇
三
年
五
月
、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会)

(�)
内
田
賢�
氏
・
神
野
志
隆
光
氏
・
坂
本
信
幸
氏
・
毛
利
正
守
氏

｢

座
談
会

萬
葉
学
の
現
況
と
課
題

―『

セ
ミ
ナ
ー

万
葉
の
歌
人
と
作
品』

完
結
を
記
念
し
て
―｣

(『

萬
葉
語
文
研
究

第
２
集』

二
〇

〇
六
年
三
月
、
和
泉
書
院)

の
う
ち
の
神
野
志
氏
の
発
言
部
分
。

�川 晶輝：山上憶良と大伴旅人の作品を論じるための序説(七 )


